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研究成果の概要（和文）：製品アーキテクチャの設計・選択においては、製品の「全体パフォーマンス」を検討
することが重要である。本研究では、製品開発に際しての全体パフォーマンスを評価するため、製品アーキテク
チャの設計・選択問題に関する、数理・数量的分析手法の確立を目指す。本研究の提案法は実用性を強く意識し
たものであり、広く社会への貢献を期待できる。本研究は　a) 製品アーキテクチャと製品の全体パフォーマン
スの関係の解明 → 学術的貢献。および　b) 製品アーキテクチャの設計・選択に関する最適手法の提案 → 経
営実務への貢献

研究成果の概要（英文）：The product architecture is an important characteristic for product design. 
How to choose product architecture is a hard task. For example, integral architecture, modular 
architecture, and hybrid architecture. This research considers the product architecture choice and 
design. At the same time, the production systems, e.g., seru systems, are also investigated.

研究分野： 生産管理、ものづくり経営
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１．研究開始当初の背景 
  

  製品アーキテクチャの設計・選択にお

いては、製品の「全体パフォーマンス」を検

討することが重要である。本研究では、製品

開発に際しての全体パフォーマンスを評価

するため、製品アーキテクチャの設計・選択

問題に関する、数理・数量的分析手法の確立

を目指す。本研究の提案法は実用性を強く意

識したものであり、広く社会への貢献を期待

できる。 

製品アーキテクチャの組み立て生産

方式であるセル生産についても考察する。 

技術経営や経営工学の分野では、近年、

製品アーキテクチャの研究が国内外で活発

に行われてきたが、多くはフィールド調査、

ケーススタディ、概念構築等による定性的研

究である。しかし、他の学問領域の発展過程

が示唆するように、製品アーキテクチャの一

般的性質の解明や最適設計の研究には厳密

な数理・数量的アプローチも不可欠といえよ

う。本研究の問題意識はここにある。 

近年、研究代表者を中心としたチーム

は、製品アーキテクチャの構成要素間の関係

を数理解析の手法を用いて解明し、その学術

的貢献に対して International Conference 

on Production Research で学会賞を授与さ

れた。また、研究成果の一部は、2014 年に当

該分野の主要な国際ジャーナルに掲載され

た （ Yin, 2014, Production Planning & 

Control）。本研究では、上記の研究を基盤に

複数種類の製品アーキテクチャの数理モデ

ルを構築して発展させ、それらの全体パフォ

ーマンスを比較・検討する。 

 
 
２．研究の目的 
 

a) 製品アーキテクチャと製品の全体パフォ

ーマンスの関係の解明 → 学術的貢献 

b) 製品アーキテクチャの設計・選択に関す

る最適手法の提案 → 経営実務への貢献 
 
 
３．研究の方法 
 

本研究は平成 27年度から平成 29年度まで

の 3 年間の計画で、殷勇 (同志社大学)、野

田英雄 （東京理科大学）、伊藤嘉浩 (山形大

学) の 3名によって実行する。殷は経営工学、

野田は計量経済学、伊藤は経営戦略論を専門

とするが、それらの分野の研究手法は親和性

が高い。ゆえに、上記 3名の先端的研究の知

見を融合させ、以下の課題に取り組むことで

新たな知識創造が期待できる。 

 

１． 製品アーキテクチャの実態を如実に描

き出す製品全体パフォーマンスを考慮

した離散型数理モデルを構築する。 

２． 構築されたモデルに基づいて種々の製

品アーキテクチャのメカニズムを把握

し、最適アーキテクチャに関する問題を

解明する。 

３． 製品アーキテクチャの設計・選択最適手

法を提案し、その有効性を検証する。 

 
 
４．研究成果 
 

8 件の国際ジャーナル論文などを発表
した。 

研究代表者が所属する同志社ビジネ

ススクールには、100 名以上の社会人 MBA 学

生が在籍している。そこで、社会人 MBA 学生

に対する教育を通じて本研究において得ら

れた知見やノウハウを提供し、実際の製品開

発の意思決定に活用してもらうことを行な

った。 
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